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これまで磁気用幅器は多くの研究者によって研究されたが磁気増幅慌の原形である可飽和リアクト
ルの動作の分類は明確で、なかった口可飽和リアクトルの状態は自由磁化条件にむける動作を自由磁化
しかしこのような分類によれ状態に、拘束磁化条件における動作を拘束磁化状態に分類されていた。
ば制御抵抗が極めて小または椅めて大の場合分類は可能であるが、制御抵抗が中間(I'J な場合分類は明
確でなかった。
かっこれまでrfl 問状態と本論文の目的は磁束線図による可飽和リアクトルの状態の定義を提唱し、
された動作の明確な分類法を示すことにある。ここで磁束線閃は可飽和リアクトルの磁心の磁*・を時
標とするとき現われる磁束の軌跡である。
単相可飽和リアクトルの場合、磁束線図がバタフライ形となるとき動作は、自由磁化状態に、逆さ
L型となるとき動作は拘束磁化状態に分類されると定義する。このように状態の定義を行なうとき一
したがってこ般に出力電流を増大させるにしたがい状態は自由磁化状態より拘束磁化状態に変わる。
れまで中問状態とされた動作は出力電流の大きさによって自由磁化状態または拘束磁化状態のいず、れ
かに明確に分類できる。かつ拘束指数が~大きい程拘束磁化状態の領域が大となる。
三相可飽和リアクトルについて三相三磁心形おまび三相直列形とも磁束線閃は 3次元となり状態の
分類は単相の場合と共通の概念により行なわれ状態の定義は単相および三相を通じて統一的となる。
また三本日可飽和リアクトルの場合も出力電流を増大させるとき状態は自由磁化状態より拘束磁化状態
に変わり出力電流の大きさによって状態は分類される。
可飽和リアクトルの出力電流の過渡応答はその差分方程式より導かれるが差分方程式の種別と磁束
の状態に関係が認められた。
終りに合成変圧器形白励発電機に使われる三相可飽和変圧器の動作を述べる。ここで主相可飽和変
圧器は三相二磁心形可飽和リアクトルの応用回路である。
一 386 -
可飽和変圧器の状態は 3 次元の磁束線図の形状より分類されるが分類法は三相可飽和リアクトルの
場合と同じとする。ここで自由磁化状態は 4種類となるが拘束磁化状態は単ーとなる。
なお可飽和変圧器を接続した自励複巻発電機の発電機わよび励磁回路の特性は、等価供給電圧を導
入し、かつ特性線図を基本として図式に求めることができる。
論文の審査結果の要旨
本論文は、可飽和リアクトルの動作について、磁束線図という新しい考え方を用いて、状態の定義
を提唱し、単相直列形、単相並列形、三相三磁心形、三相直列形の可飽和リアクトルに適用して自由
磁化状態および、拘束磁化状態に統一的な定義を行ったものである。
その結果、いままで、拘束指数によってあいまいに示されていた磁心の状態とリアクトルの特性との
関連を明かにし、線図の形状と動作の特長とを結びつけた。さらに可飽和リアクトルを応用した三相
可飽和リアクトルを応用した三相可飽和変圧器にもこれを適用し、自励発電機回路の解析を行ってい
るので、この分野の新しい知見を得たものであると認める。
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